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Ⅳ 結果の概要 

１ 抽出調査について 

26中学校の各学級８人（男子４名、女子４名）をそれぞれ出席番号の早い順に１番から４番までを抽出生

徒の記録としてデータを取る。欠席の場合は、出席番号を繰り上げて、各クラスから８人の抽出を行うもの

とした。 

２ 抽出生徒数 

学校数 学級数 抽出生徒数   26校 93学級 743人（附属中含む） 

Ⅴ 各教科の概要 

１ 教科の考察 

⑴ 教科全体から見た結果 

「得点分布表」「観点別解答率表」等から読み取れる教科全体の概要について、その特徴を表記する。 

⑵ 正答率の高い問題について 

「設問別正答率表・グラフ」から読み取れる、正答率の高い問題について、考察を行う。 

⑶ 読解力と正答率の関連について 

「設問別正答率表・グラフ」から読み取れる、正答率と読解力との関連について、実際の問題の一部を

提示しながら考察を行う。 

２ 今後の指導 

１の⑶で考察した読解力の視点も含め、今後の指導の工夫について表記する。 

Ⅵ 読解力の視点からの考察 

１ 読解力 

文部科学省によると読解力とは、「自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発達させ、社会に参加す

るために、テキストを理解し、利用し、評価し、熟考し、これに取り組むこと」と定義されている。一般的

には、主語と述語の関係や、「それ」などの指示語が何を指しているのかなど、文章で表された情報を的確

に理解する力である。また、「PISA型読解力」とは、一般的な文字や文章といった「連続型テキスト」の理

解だけでなく、グラフや図表、地図等様々な資料（「非連続型テキスト」）を理解し、利用し、熟考する力

であるとされている。 

２ 読解力の視点からみえる課題 

今回分析をした各教科における読解力をみる問題における正答率（複数問題が設定されている場合は、最

も低い正答率）は以下のとおりである。 

国語 社会 数学 理科 英語 

63.9％ 30.1％ 42.8％ 37.0％ 63.4％ 

社会、理科の正答率は、いずれも40％を下回っている。教科によって正答率にばらつきがあることからも、

読解力の育成が重要な課題であると言える。各教科の分析については、次頁以降に詳しく掲載した。 

全教科を通して、複数の資料から一つ一つの事柄や情報を読み取り、読み取った事柄や情報を関連づけ

て考えることに課題があると言える。さらに、関連づけて考えたことを自分の意見として適切に表現す

ることにおいても課題がある。例えば、社会科においては、貿易に関する２つの資料を適切に読み取り、

それらを関連づけながら社会的事象の意味をとらえ、適切に表現しているものを選択したり自分の考え

たことを表したりする設問の正答率が低い。読解力の育成とともに、資料を適切に読み取り、その特色

をとらえるために必要な知識の習得や解釈したことを表現する力の育成においても課題がある。 

３ 読解力の向上に向けた今後の指導 

○主体的な学びのある授業 

生徒自身が「知りたい、考えたい」という内的な動機を高め、課題をもつことによって「その課題を

解決するために、どのような情報や方法が必要か」という必要感や切実感が生まれる。その際、１つの

資料や情報だけでなく、様々な資料や情報の中から自分が必要とする内容を選択したり、２つ以上の内

容を関連づけて整理・分析したりする過程を大切にする。そして、その過程を通して分かったことや考

察したことを書き表したり、人に伝えたりしながら、「自分の考えがより明確になった」「相手に分か

りやすく伝わった」など、学んだことのよさが感じられるようになる。答えが一つではないことを仲間

と話し合い、多様な見方や考え方に触れることを繰り返すことによって、読解力の向上を図ることがで

き、主体性のある生徒の育成につながる。 

○日常生活における言語感覚の醸成 

 新聞や広報誌等の記事や実用的な文章、表やグラフ等を読み、考えたこと等を仲間と伝え合う場を日

常的に設けることによって、生徒の生活の中にある言葉や文章、表やグラフの意味、その背景にあるこ

とをとらえることにつながる。このような活動を積み重ねることにより、生徒自身がもっと知りたいこ

とや確かめたいことを見つけ、自ら端末や辞書で意味を調べることも期待できる。そのためにも日ごろ

から、日常会話や作文等、豊かな言語環境を整えておきたい。 
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１ 国語科の考察  

(1) 教科全体から見た結果 

抽出平均点は 70.0 点であり、昨年度（74.0 点）から 4点低くなっている。観点別の正答率

は「知識・技能」が 65.8％、「思考・判断・表現」が 76.7％であった。漢字を読む問題「試

合に臨む」（通し番号 14）の読み仮名の正答率 30.7％、漢字を書く問題「講演会」（通し番

号 35）の正答率 23.7％、「食べる」の敬語「めしあがる」（通し番号 22）の正答率 25.7％

等、「言葉」に関する問題の中に正答率が 40％を下回る問題が６問あり、語彙の豊かさが問

われる問題の正答率が低かった。 

(2) 正答率の高い問題について 

「知識・技能」を問う問題では、送り仮名のない漢字を読む問題（通し番号 11、15）の正

答率が 93％以上と高い。また、同音の漢字を選ぶ問題（通し番号 29）の正答率も 95％以上と

高い。普段、学習中によく使う漢字や語句に関しては、おおむね定着していると考えられる。 

「思考・判断・表現」を問う問題では、話合いにおける話し方や聞き方の工夫についてあ

てはまるものを選ぶ問題（通し番号 42、43）の正答率が高い。立場や意図を明確にしながら

話し合うための話し方や聞き方は身についていると考えられる。 

(3) 読解力と正答率の関連について 

説明的な文章において、文章の要旨と 

して適切なものを選ぶ問題（通し番号 8） 

の正答率が 63.9％、文章の特徴として適 

切なものを選ぶ問題（通し番号 9、10） 

の正答率がそれぞれ 68.5％、78.1％であっ 

た。文章全体の構成をとらえ、要旨を把握 

する力や筆者が自分の考えをより適切に

伝えるために、どのように論を進め、説得

力を高めようとしているのかを読み取る

力に課題が見られる。 

   また、過去の類似問題でも正答率が低かった文の主語を選ぶ問題（通し番号 26）の正答率

は 56.5％（R4 正答率 31.0％、R5 正答率 28.1％）であった。正答率は上がったが、他の主語

を選ぶ問題（通し番号 24～25）の正答率は 84％を超えていることから、述語の主体に留意し

ながら読む力をつけること、形や位置にとらわれず、文章中の語句の役割を正しくとらえて

いくことが今後も継続した課題である。 

（通し番号 26） 

  の主語として適切な部分を、それぞれ一つずつ選び、その記号を書きましょう。 

アこれは、イ 先生が ウ すすめてくれた エ 本だ。 

２ 今後の授業に向けて 
(1) 説明的な文章を扱う授業では、筆者の考えやその根拠、さらには筆者の思いか事実かなど

を区別しながら読むこと、文章全体の構成、段落相互の関係をとらえて読むことが大切であ
る。さらには、「筆者は、なぜそのような論の進め方をしたのか。その論の進め方をするこ
とで、どのような効果があるのか」など、論の展開の仕方が読み手に与える効果について考
えながら読む学習活動を取り入れたい。 

(2) 端末で変換したときに出てくる漢字や熟語を選択する際は、それぞれの漢字や言葉の意味
を理解し考慮したうえで選択すること、生活の中で知らない言葉や漢字が出てきたら端末や
辞書で調べること、普段書く文章の中で、常に語句と語句の係り受けを意識することなどの
指導を継続的に行い、話や文章の中で使いこなせる語句の数を増やしていくことが大切であ
る。 
(1)(2)ともに、自分の考えを整理・分析し、まとめ・表現する際に役立つということを子ど

も自身が理解し、使いこなせるように指導していきたい。 

（
通
し
番
号
８
） 

      

（
通
し
番
号
９
・
10
） 
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１ 社会科の考察 

⑴ 教科全体から見た結果 

抽出平均点は、63.8 点である。観点別の正答率は、「知識・技能」が 66.5％、「思考・判断・表現」

が 60.0％であった。 

災害に関する取り組みや施設について関連する自然災害を選択する問題の正答率が高い一方で、

冬の日本海側の気候の特色について用語を用いて記述する問題や、資料を読み取って大久保利通ら

が取り組んだ政策の名前を書く問題の正答率が低い。地図やグラフから読み取ったことや既習事項

と、新たに登場した事象とを関連づける学習場面を充実させることによって、事象の特色や意味ま

で理解できるようにする必要がある。 

無答率が 10％以上の問題は 10問あり、昨年度（15 問）より減少した。歴史上の人物の名前や立

法府の名称、「地産地消」「太平洋ベルト」「廃藩置県」等、語句を答える問題の無答率が高い。また

記述式の問題の無答率も高く、調べたことを整理・分析する場面や、学習のまとめ・表現の場面に

おいて、用語や語句を用いて相互に関連づけながら表現することで、生徒自らが活用できる知識と

して習得できるようにすることが求められる。 

⑵ 正答率の高い問題について 

「知識・技能」を問う問題では、日本の近隣諸国や位置を選択する問題や、自然災害と関連する

取り組みや施設を選択する問題、食料生産に関する用語を選択する問題、裁判所の働きについて選

択する問題（通し番号２、３、10、12、46）の正答率が高かった。また、「思考・判断・表現」を問

う問題では、日本国憲法の３つの原則と資料との関係が深いものを選択する問題（通し番号 38）の

正答率が高かった。既習事項や生活経験と結びつけて社会的事象の特色をとらえる力が身について

いると考えられる。 

⑶ 読解力と正答率の関連について 

日本とのつながりの深い国について、日本との輸入と輸出とのグラフを読み取り、２つの資料を

関連づけてその国の特色を考え、適切に表現しているものを選択する問題（通し番号 49、50）は、

正答率が 30.1％、及び 47.4％であった。資料を適切に読み取り、その特色をとらえるために必要な

知識の習得や、複数の事象を関連づけて社会的事象の特色を考えることに課題がある。 

（通し番号 49、50） 

 

２ 今後の授業に向けて 

⑴ 資料を読み取る場面では、何を読み取るのかといった資料活用の目的を明確にした上で、生徒が

課題解決に向けて資料から分かったことや考えたことを自分の言葉でまとめたり、他の生徒のまと

めと比べて自らのまとめを見直したりすることが大切である。目的意識をもって読み取ったことを

整理し、表現する場面を位置づけることで、事象について多面的に理解を深めていくことができる。 

⑵  社会的事象の意味や特色について理解を深めるためには、生徒が思わず考えたくなるような学習

課題が大切である。例えば、「自動車をつくる工業」の学習において、「あなたならどこに自動車工

場をつくるか」と学習課題を設定することで、製造の工程や交通網の広がり、外国とのかかわり等

といった様々な事象と関連させながら課題解決に取り組むことができるなど、生徒の問題意識を高

めるとともに、様々な知識を関連づけながら習得することができる。 
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１ 数学科の考察 

⑴ 教科全体から見た結果 

抽出平均点は、66.6点であり、昨年度より5.7点低くなっている。観点別の正答率は「知

識・技能」が69.4％、「思考・判断・表現」は60.8％である。領域別に正答率を比較する

と、「Ａ数と計算」が70％、「Ｂ図形」が73％、「Ｃ測定、変化と関係」が62.9％、「Ｄ

データの活用」が61.5％である。「Ｃ測定、変化と関係」は、正答率が50％以下の問題が 

12問中４問である。中でも人口密度を概数で求める問題（通し番号30）の正答率は11.2％ 

であり、この領域における学習の定着に課題がみられる。 

⑵ 正答率の高い問題について 

数量や図形について表現や処理をする技能を問う問題（通し番号１、18、19、20、26）

は正答率が91％を超えた。四則演算、文字を用いた式で表現すること、図形から必要な情

報を読み取ることなど、基本的な知識・技能は定着していると考えられる。 

⑶ 読解力と正答率の関連について 

〔17〕は図表から情報を読み取り、会話文にあてはまる適切な言葉の組み合わせを選択

する問題である。会話文と度数分布を表す表やグラフと重ねて、適切な代表値を選ぶ問題

（通し番号43）の正答率は68％である。一方で、表やグラフから情報を読み取り中央値を

求める問題（通し番号44）の正答率は51.7％、会話文と重ねてグラフから読み取れる事項

を全て選択する問題（通し番号45）の正答率は42.8％である。いずれの問題においても、

会話文と関連づけながら表やグラフから適切に情報を読み取ること、さらに読み取った事

項を適切に処理する力が必要となる。データを整理分析するために、表やグラフに表すだ

けでなく、そこから伝えたいことに合わせて、必要な情報だけを選択し、数値を正確に処

理することに課題がある。 

（通し番号44、45） 

〔17〕 下の表やドットプロット、ヒストグラムはあゆむさんとけんたさんの二重と

びの回数についての記録です。２人はこれらのデータをもとに話し合っていま

す。あとの問いに答えましょう。（中略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の授業に向けて 

⑴ 領域「変化と関係」の学習について理解を図るためには、問題場面の数量の関係に着目

し、基準量、比較量、割合の関係を読み取る力が必要である。日常の具体的な場面に対応

させながら割合の意味について理解することが大切である。単に公式を用いて求めるだけ

でなく、数や式を日常の具体的な場面に関連づけて理解できるようにしたい。 

⑵ 領域「データの活用」の学習について理解を図るためには、示された表やグラフから必

要な情報を読み取り、データの特徴をとらえることが重要である。表やグラフを見て気が

ついたことを出し合ったり、それが適切かどうか話し合ったりする場を設けることで様々

な見方・考え方に触れさせたい。また、身の回りの事象について、興味・関心や問題意識

に基づき、表やグラフに表し、それを統計的に読み取り、周りに伝える場を設定すること

も大切である。 
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１ 理科の考察 

⑴ 教科全体から見た結果 

    抽出平均点は、63.8 点であり、昨年度より 7.8点低くなっている。観点別の正答率は「知識・技

能」が 59.4％で昨年度より 14.6％低くなっている。「思考・判断・表現」は 68.3％で昨年度より

0.4％高くなっている。無答率が 6％を超えた問題は、７問（問題数全体の 14％）であり、昨年度よ

り２問少なかった。そのうちの３問は、人が食べた物が何という器官を通り消化されるのか、名称

を答える問題であった。残りの４問は、太陽と月の位置関係を江戸時代の俳句から考えたり、太陽

と月の特徴を選択肢の中から選んだりするものであった。選択肢の中から選ぶ問題であったにも関

わらず無答率が高いことから、太陽と月の位置関係を基に月の形を推測する力や太陽や月の観察を

通して、それぞれの特徴を整理し、理解することに課題があると考えられる。 

⑵ 正答率の高い問題について 

    正答率が 85％以上の問題は 11 問であった。これらの問題には、気象衛星やアメダス、現地の写

真から天気を判断する問題や LED と豆電球の電気の変換についてまとめる問題が含まれていた。写

真や図、実験の結果等から何がいえるのかを考え、判断する力が育ってきていると考えられる。 

⑶ 読解力と正答率との関係について 

    〔7〕は、魚の雌雄では体の形状が異なることを理解し、「魚がたまごをうむようにするのは、ど

のように飼えばよいのだろうか」という課題から、魚がたまごを産むための飼育方法について、生

徒が自分で問題を設定し、解決していく過程から出題している。〔7〕(2)①（通し番号 34）は、「雌

だけを飼えばたまごをうむのではないか」という生徒の問題の内容を読み取るとともに、問題を解

決するための実験方法を構想する力が必要となる。(2)①の正答率は 14.8％、誤答率は 83.4％、無

答率は 1.7％であった。問題を解決するための実験方法を構想する場面での条件制御について吟味

する力が課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の授業に向けて 

 ⑴ 理科の学習においては、生徒が自然の事物・現象から自分で問題を設定し、問題の解決に向けて、

調整しながら学習を進めるなど、主体的に学ぶ問題解決型の授業を展開していくことが大切である。

その際、教師が教えるべき内容と生徒が解決する問題を吟味して、単元を構想する必要がある。教

師は、生徒が自らの問題を解決できるように、環境を整えたり、生徒の問題の解決に合った実験方

法になっているか判断したりするなど、端末を活用し、個別に支援をしながら授業を行うようにす

る。 

⑵ 生徒が自分の問題解決の中で得た知識・技能を活用できるようにすることが大切である。互いの

問題解決の過程や考察を聞き合い、議論する場を設けたり、生活の中で使われている事象を教師が

提示したりすることで、理科の見方・考え方を働かせながら、知識・技能を活用する力を高めてい

く。 
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１ 英語科の考察 

⑴   教科全体から見た結果 

抽出平均点は 71.7 点であり、昨年度より 3 点高くなっている。観点別でみると、

「思考・判断・表現」の正答率が 75.6％であり、「知識・技能」の正答率 68.6％に対

し 7%高くなっている。昨年度の調査では「思考・判断・表現」の正答率が「知識・技

能」より 5％低かったことを考えると、授業において「情報を整理しながら考えなど

を形成し、英語で表現したり、伝え合ったりすること」につながる言語活動がより多

く行われるようになってきていることが一つの要因と考えられる。 

⑵   正答率の高い問題について 

「知識・技能」に関する問題では、聞き取った英語が使われる場面を絵で選ぶ問題

（通し番号 16～18）の正答率が９割を超えた。場面や状況に応じた言語活動により、

相手の欲しいものや道順を尋ねる表現に慣れ親しんでいることが見てとれる。 

「思考・判断・表現」に関する問題では、自己紹介の内容を聞き取ってそれに合う

絵を選ぶ問題（通し番号 24～26）の正答率が９割を超えた。聞き取った内容の概要を

捉える力が着実についてきていると考えられる。 

⑶   読解力と正答率の関連について 
 
 
 

＜夏休みの出来事の内容＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読解力を見る問題として設定された、「夏休みの出来事を発表するために、紹介

する順番に合うように絵を選んだり、発表を聞いて適切な質問や推論をしたりする
問題（通し番号 36、37）」では、それぞれの正答率が 63.4％、72.3％であった。
文章の意味を捉え、事柄の順序に沿って内容を整理することにやや課題が見られ
る。その一方で、相手の発話を聞いてさらに知りたいことを質問するという力はつ
いてきていることがうかがえる。 

２ 今後の授業に向けて 
⑴   「知識及び技能」については、音声や語彙、表現等を言語活動の中で指導すること

が重要である。その際、授業の中で身近な生活の場面を設定して英語表現に慣れ親し
むようにするとともに、日常の様々な場面で英語に触れる機会を設定するなどして、
英語で自己表現をしたりやり取りをしたりすることに積極的に取り組めるようにし
たい。 

⑵   「思考力、判断力、表現力等」を育成するためには、「情報を整理しながら考えなど
を形成し、英語で表現したり伝え合ったりすること」ができるように指導する必要が
ある。授業においては、第一に目的や場面、状況を明確に設定することが肝要である。
その上でコミュニケーションを見通して、実際に行った内容に関するまとめと振り返
りを行うといった、指導と評価が一体となった単元を構成することで、ねらいとする
姿に迫っていくことが大切である。 

⑶   「主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度」を養うために
は、授業を実際のコミュニケーションの場とすることが重要である。子どもが興味や
関心をもち、「相手に伝えたい」「相手のことを理解したい」と思える内容を取り上
げることで、伝え合うことへの意欲が高まる。そして、そのための知識や技能を身に
つけたくなり、どうすればよりよく伝わるかを考えて試行錯誤することにつながる。
授業においては、教師が英語表現を教えるだけでなく、「こんなとき、どう言いたい？」
「相手は何を伝えたいのだと思う？」などと問いかけることで、子ども自身が考えら
れるようにし、創造性を発揮できる場面を多く設けるなど、授業で扱う内容を子ども
自身が自分のこととして捉えられるよう工夫する。 

（通し番号 36、37） 
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